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柳
田
國
男
は
、「
笑
い
」
を

生
の
楽
し
さ
を
測
定
す
る
尺

度
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
今
年
の
秋
の
特

別
展
の
テ
ー
マ
は
「
笑
い
」

で
す
。
ぜ
ひ
、
お
腹
の
底
か

ら
笑
っ
て
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

期
間 

10
月
25
日
（
土
） 

〜
11
月
24
日
（
月
・
振
休
） 

 

展
覧
会
２
本
立
て 

○
播
州
弁
ま
ん
が
展 

（
会
場:

２
階
講
義
室
） 

播
州
弁
研
究
会
と
漫
画
家

前
田
賢
一
氏
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
、
楽
し
い
播

州
弁
作
品
展
で
す
。 

 ○
吉
四
六
（
き
っ
ち
ょ
む
）
さ
ん
展 

（
会
場:

１
階
図
書
室
） 

柳
田
國
男
が
代
表
的
な
笑

い
話
と
し
て
紹
介
し
た
、「
吉

四
六
話
」
の
故
郷
、
大
分
県

か
ら
「
吉
四
六
の
里
民
話
か

る
た
」
が
や
っ
て
き
ま
す
。 

講
演
会
２
本
立
て 

（
会
場:
２
階
講
義
室
）

○
第
１
弾 

日
時:

10
月
25
日
（
土
） 

13
時
30
分
〜
15
時 

演
題:

「
笑
っ
て
笑
っ
て
健
康

に
」
〜
世
界
の
ユ
ー
モ
ア
・
コ
レ

ク
シ
ョ
ン 

講
師:

大
森
泰
氏 

（
日
本
笑
い
学
会
講
師
、
元
産

経
新
聞
論
説
委
員
） 

 

○
第
２
弾 

日
時:

11
月
24
日
（
月
・
振
休
）

13
時
30
分
〜
15
時 

演
題:

播
州
弁
と
ユ
ー
モ
ア
人
生 

講
師:

井
上
四
郎
氏 

（
播
州
弁
研
究
会
代
表
） 

 

◆
講
演
会
参
加
方
法
◆ 

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
必

ず
お
電
話
か
ご
来
館
に
て
ご
予

約
く
だ
さ
い
。
会
員
以
外
の
方
は

入
館
料
が
必
要
で
す
。 

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ 

 
 
 

電
話
22-

１
０
０
０ 

坂
の
上
の
記
念
館 

講
演
会
第
１
弾
の
講
師
、
大

森
氏
は
昭
和
５０
年
頃
、
産
経
新

聞
文
化
部
で
、
作
家
司
馬
遼
太

郎
氏
の
担
当
、
い
わ
ゆ
る
司
馬

番
記
者
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

司
馬
遼
太
郎
氏
も
、
産
経
新

聞
社
で
記
者
を
さ
れ
て
い
た
の

で
、
大
森
氏
と
司
馬
氏
は
先
輩

後
輩
の
間
柄
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
司
馬
氏
と
い
え
ば
、

大
阪
生
ま
れ
で
す
が
、
わ
が
兵

庫
県
に
も
何
か
と
縁
を
お
持
ち

で
す
。
父
方
の
祖
父
母
は
兵
庫

県
出
身
で
、
祖
父
・
惣
八
氏
は

現
在
の
姫
路
市
広
畑
の
生
ま
れ

で
す
。
さ
ら
に
、
司
馬
氏
自
身
、

学
徒
出
陣
時
は
兵
庫
県
青
野
が

原
の
戦
車
第
十
九
連
隊
に
入
隊

さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
ん
な
縁
が
結
ん
だ
講
演
会

で
す
。
ぜ
ひ
、
坂
を
上
っ
て
、

坂
の
上
の
記
念
館
ま
で
聴
き
に

い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。 

    

毎
年
恒
例
の
伊
勢
の
大
神

楽
が
、
今
年
も
記
念
館
に
や

っ
て
来
ま
す
。 

 

当
日
は
、
辻
川
区
氏
神
、

鈴
の
森
神
社
で
奉
納
の
舞
、

次
に
柳
田
國
男
と
兄
弟
の
生

家
を
祈
り
清
祓
い
を
し
、
記

念
館
前
庭
で
獅
子
舞
を
納
め

て
も
ら
い
ま
す
。 

 

ご
家
族
、
お
友
達
な
ど
お

誘
い
合
せ
の
上
、
多
数
ご
観

覧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

日 

時 

11
月
15
日
（
土
）

13
時
30
分
〜 

＊
雨
天
の
場
合
は
翌
日
の
日
曜
日 

場 

所 

記
念
館
前
庭 

観
覧
料 

無
料 

 

   

読
書
に
つ
い
て 

 

１０
月
２７
日
〜
１１
月
９
日

は
読
書
週
間
で
す
。 

柳
田
國
男
が
、
子
ど
も
の
頃

預
け
ら
れ
て
い
た
大
庄
屋
三

木
家
で
、
蔵
書
を
読
み
ふ
け
っ

た
と
い
う
話
は
有
名
で
す
が
、

『
故
郷
七
十
年
』
（
神
戸
新
聞

総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
）
に
よ
る

と
、
彼
に
は
三
度
の
濫
読
時
代

が
あ
り
ま
し
た
。 

一
度
目
は
、
三
木
家
時
代
、

二
度
目
は
、
茨
城
県
で
医
院
を

開
業
し
て
い
た
長
兄
鼎
の
家

に
身
を
寄
せ
て
い
た
と
き
、
大

家
で
あ
る
小
川
家
の
蔵
書
を

読
み
漁
っ
た
時
代
。
そ
し
て
、

三
度
目
は
、
官
界
に
入
っ
て
内

閣
記
録
課
長
を
努
め
て
い
た

と
き
、
徳
川
時
代
か
ら
収
集
さ

れ
た
膨
大
な
文
書
に
囲
ま
れ

て
過
ご
し
た
時
代
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
た
っ
ぷ
り
書

物
に
親
し
ん
だ
時
代
を
経
て
、

読
書
だ
け
で
は
知
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
実
地
に
即
し
た
学

問
「
民
俗
学
」
へ
と
歩
み
出
し

て
い
っ
た
の
で
す
。 

  

㈶
柳
田
國
男
・
松
岡
家
顕

彰
会
は
、
昨
年
、
会
員
制
度

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。 

ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
が

会
員
と
し
て
ご
加
入
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
本
年
１２
月
末
日
に
更

新
時
期
を
迎
え
ら
れ
る
会
員

の
皆
様
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ぜ

ひ
、
更
新
し
て
い
た
だ
き
、
引

き
続
き
温
か
い
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

法
人
会
費
一
〇
、
〇
〇
〇
円 

個
人
会
費 

一
、
〇
〇
〇
円 

◆
ご
利
用
案
内
◆ 

【
開
館
時
間
】 

午
前
９
時
〜 午

後
４
時
３０
分 

【
休
館
日
】 

月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
、
１２

月
２８
日
〜
１
月
４
日 

【
入
館
料
】 

大
人
２
０
０
円 

学
生
１
５
０
円 

小
人
１
０
０
円 

（
団
体
割
引
は 

２０
名
以
上
） 

（
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）


